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第
３
回
定
例
会

平成25年 第 3回平成25年 第 3回

下 野 市議会定例会下野市議会定例会
8月28日～9月19日（23日間）8月28日～9月19日（23日間）

平
成
25
年
第
３
回
定
例
会
は
、
８
月
28
日

か
ら
９
月
19
日
ま
で
の
23
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
よ
り
、
人
事
案
件
10
件
、
報
告
案
件

６
件
、
平
成
24
年
度
決
算
認
定
11
件
、
平

成
25
年
度
補
正
予
算
案
10
件
、
条
例
改
正
ほ

か
２
件
の
計
39
件
が
提
出
さ
れ
、
一
部
を
除

い
た
案
件
が
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
慎

重
審
議
を
経
た
後
、
本
会
議
で
採
決
し
た
結

果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
ま
た
は
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
の
最

終
報
告
を
行
い
、
下
野
市
議
会
基
本
条
例
案

及
び
下
野
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部
改

正
案
等
を
議
員
提
案
に
よ
り
提
出
し
、
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
、
陳
情
採
択
に
よ
る
意
見
書
案

１
件
を
提
出
し
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
一
般
質
問
で
は
６
人
の
議
員
が
そ

れ
ぞ
れ
市
の
対
応
や
考
え
方
を
問
い
た
だ
し

ま
し
た
。

定
例
会
初
日
の
８
月
28
日
、
議

会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
の
最
終

報
告
が
松
本
委
員
長
よ
り
さ
れ
ま

し
た
。

中
間
報
告
で
継
続
調
査
と
な
っ

た
項
目
を
含
め
計
８
項
目
の
諮
問

事
項
に
つ
い
て
検
討
結
果
を
報
告

し
、
条
例
化
や
改
正
が
必
要
な
議

会
基
本
条
例
案
・
議
員
定
数
条
例

改
正
案
・
委
員
会
条
例
改
正
案
を

議
員
提
案
と
し
て
提
出
し
ま
し
た
。

議
会
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目

指
し
、
ま
た
、
市
民
に
身
近
な
議

会
と
な
る
よ
う
策
定
さ
れ
た
議
会

基
本
条
例
案
は
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
、
10
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

市
議
会
で
は
今
後
、
議
会
報
告

会
や
市
民
と
の
議
員
研
修
会
の
実

施
な
ど
、
議
会
基
本
条
例
に
基
づ

い
た
活
動
を
し
て
い
く
こ
と
と
な

り
ま
す
。

８
月
28
日

本
会
議
【
開
会
】

（
議
案
の
説
明
、

一
部
表
決
）

29
日

本
会
議

（
議
案
の
説
明
）

30
日

本
会
議

（
一
般
質
問
）

９
月
２
日

本
会
議

（
一
般
質
問
）

９
月
３
日

本
会
議

（
議
案
の
質
疑
、

委
員
会
付
託
）

４
・
５
日経

済
建
設
常
任
委
員
会

（
付
託
案
件
審
査
）

６
・
９
日教

育
福
祉
常
任
委
員
会

（
付
託
案
件
審
査
）

10
・
11
日総

務
常
任
委
員
会

（
付
託
案
件
審
査
）

19
日

本
会
議
【
閉
会
】

（
委
員
長
報
告
、

表
決
）

議
会
基
本
条
例
を
制
定

議
会
基
本
条
例
を
制
定

議
会
基
本
条
例
を
制
定

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
最
終
報
告

第
３
回
定
例
会

会

期

日

程

委員会の最終報告をする松本委員長
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議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
の

決
定
を
受
け
、
議
員
定
数
に
つ
い

て
現
行
よ
り
３
名
削
減
す
る
内
容

の
条
例
改
正
案
を
提
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
反
対
の
討
論

が
あ
り
、
表
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、３
常
任
委
員
会（
総

務
、
経
済
建
設
、
教
育
福
祉
）
の

各
委
員
数
を
現
行
の
７
名
か
ら
１

名
減
の
６
名
と
す
る
委
員
会
条
例

の
一
部
改
正
案
を
提
出
し
、
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
平
成
26
年
４
月
20

日
に
執
行
さ
れ
る
予
定
の
下
野
市

議
会
議
員
選
挙
か
ら
は
、
本
市
議

会
の
議
員
の
定
数
が
21
名
か
ら
18

名
と
な
り
ま
す
。

議
員
定
数
を　
　

名
に

1818
議会改革調査特別委員会　最終報告

村
尾
光
子
議
員

議
会
制
民
主
主
義
は
代
議
員
制
で
あ
り
、
住

民
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
環
境
や
多
様
な
価
値
判
断
を
把
握
し
代

弁
し
て
い
く
た
め
、議
員
定
数
は
多
い
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。

私
た
ち
は
さ
ら
な
る
議
会
活
性
化
を
目
指
し
議
会
基
本
条
例
を

制
定
、
特
に
委
員
会
活
動
を
充
実
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

議
会
が
市
民
の
身
近
な
存
在
と
な
り
、
議
員
は
市
民
か
ら
信

頼
さ
れ
る
議
会
人
と
し
て
活
動
水
準
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
、
決
し
て
定
数
を
減
ら
し
て
済
む
こ
と
で
は
な
い
。
み

ず
か
ら
議
員
の
存
在
意
義
を
否
定
す
る
よ
う

な
定
数
削
減
案
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

秋
山
幸
男
議
員

市
長
に
対
し
抑
制
と
均
衡

を
図
り
、自
治
体
の
自
立
に
対
応
す
る
た
め
、

議
会
の
権
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
議

会
改
革
の
基
本
と
な
る
。
こ
の
点
を
鑑
み
、
慎
重
に
審
議
を
重

ね
た
結
果
、
多
く
の
議
員
に
よ
り
定
数
削
減
を
是
と
す
る
意
見

を
得
た
。

議
員
定
数
を
た
だ
単
に
３
名
削
減
し
市
の
行
革
に
協
力
す
る

と
い
う
単
純
な
理
由
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
議
会
や
議
員
の

あ
り
方
を
再
構
築
す
る
、痛
み
を
伴
っ
た
改
革
の
一
つ
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
覚
悟
で
賛
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

討論討論

賛
成
賛
成

反
対
反
対
下
野
市
議
会
議
員
定
数
条
例
一
部
改
正
案

下
野
市
議
会
議
員
定
数
条
例
一
部
改
正
案

傍聴者へ一般質問通告書（コピー）の配布

行政視察の復命

委員会等への委員選出方法と報酬

市民からの意見聴取
市民への議会活動報告義務
議会基本条例
議員定数と報酬
本会議録画放映

諮　問　事　項 調　　査　　結　　果
従来どおり一覧表のみ配布する。

議会報告会において実施する。 （H25年 11月に実施）
議会報告会において実施する。 （H25年 11月に実施）
下野市議会基本条例を制定する。 （H25.10.1 施行）
定数を 18名とする。報酬は現状維持とする。 （H26.4.20 の一般選挙から）
一般質問の動画をインターネットにより配信する。 （H25第 3回定例会から実施）

国民健康保険運営協議会は各常任委員会から１名ずつ選出。
監査委員を除き無報酬とする。 （H24年度から実施）

研修後に執行部と協議を実施。
委員長が報告書を作成、本会議において報告する。 （H24年度から実施）
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平成24年度
　　　　　　　　　　　を認定決算決算

平
成
24
年
度
一
般
会
計
ほ
か
10

会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、

８
月
29
日
に
会
計
管
理
者
を
初
め

執
行
部
か
ら
内
容
の
説
明
が
あ

り
、
代
表
監
査
委
員
か
ら
決
算
審

査
結
果
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
９
月
３
日
に
開

か
れ
た
本
会
議
に
お
い
て
各
議
員

か
ら
執
行
部
に
対
し
総
括
質
疑
を

行
い
、
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
。

４
日
〜
11
日
に
招
集
さ
れ
た
常

任
委
員
会
で
は
、
出
席
し
た
関
係

部
課
長
に
さ
ら
に
細
か
く
質
疑
を

す
る
な
ど
、
決
算
内
容
に
つ
い
て

慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
会
期
最
終
日
で
あ

る
19
日
に
は
、
各
常
任
委
員
会
委

員
長
か
ら
決
算
を
認
定
す
べ
き
も

の
と
審
査
結
果
報
告
が
あ
り
、
表

決
の
結
果
、
す
べ
て
の
会
計
が
全

会
一
致
で
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

会　　　　　計　　　　　名

■平成24年度一般・特別会計歳入歳出決算 （単位：千円）

歳　　入 歳　　出

一般会計

特別会計

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険（保険事業勘定）

介護保険（介護サービス事業勘定）

公共下水道事業

農業集落排水事業

下古山土地区画整理事業

石橋駅周辺土地区画整理事業

仁良川地区土地区画整理事業

214億6867万3

56億1185万9

4億6578万7

28億8102万9

472万0

15億8573万4

4億7416万9

3750万1

1342万0

5億2245万0

227億7164万4

58億9133万7

4億7117万3

29億8237万9

598万2

16億6216万3

4億9505万3

3762万0

3197万0

5億8284万4

区　　　　分

■平成24年度水道事業会計決算（税込） （単位：千円）

収　　入 支　　出

収益的収支

資本的収支

6億7630万8

6億3115万5

8億5411万2

1億6819万8

H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度

17.0% 17.4%

15.0%

13.9%

12.1%

10.1%

8.5%
7.7%

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

16%

18%

20%
各年度の実質公債費比率

※実質公債費比率…市の借金の返済金が税などの一般財源に占める割合。
低いほうが望ましく、18％を超えると地方債の発行に国や県の許可が必要と
なる。

市
の
借
入
金
の
返
済
額
の
大
き

さ
を
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
で

示
す
実
質
公
債
費
比
率
は
、
前
年

度
よ
り
0.8
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
7.7
％

と
な
り
ま
し
た
。
ピ
ー
ク
時
の
平

成
18
年
度
（
17
・
４
％
）
か
ら
６

年
連
続
の
低
下
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
他
の
健
全
化
判
断
比
率

項
目
（
実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実

質
赤
字
比
率
・
将
来
負
担
比
率
）

も
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、
資
金
不
足

比
率
に
つ
い
て
も
各
会
計
に
資
金

不
足
は
生
じ
て
お
ら
ず
、
市
の
財

政
が
前
年
度
に
引
き
続
き
良
好
な

状
態
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

実
質
公
債
費
比
率
が
さ
ら
に
低
下

実
質
公
債
費
比
率
が
さ
ら
に
低
下

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
も
良
好
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自主財源
118億9,890万5千円
（52.3%）

義務的経費
88億5,750万円
（41.3%）

投資的経費
30億5,821万4千円
（14.2%）

その他の経費
95億5,295万9千円
（44.5%）

人件費
35億5,446万1千円
（16.6%）

扶助費
27億7,918万3千円
（12.9%）

公債費
25億2,385万6千円
（11.8%）

普通建設事業費
29億2,841万7千円
（13.6%）

災害復旧費
1億2,979万7千円
（0.6%）

物件費
30億1,470万円
（14.0%）

補助費等
23億7,709万円
（11.1%）

繰出金
20億8,040万9千円
（9.7%）

積立金
15億844万円
（7.0%）

その他
5億7,232万円
（2.7%）

依存財源
108億7,273万9千円
（47.7%）

市　税
91億2,396万円
（40.1%）

繰越金
14億3,378万4千円
（6.3%）

その他自主財源
13億4,116万1千円
（5.9%）

国・県支出金
34億3,673万8千円
（15.1%）

地方交付税
38億1,934万5千円
（16.8%）

市　債
26億1,720万円
（11.5%）

その他依存財源
9億9,945万6千円
（4.3%）

歳入総額
227億 7,164万４千円

歳出総額
214億 6,867万３千円

自主主自主財源自主主財源財源
0万5千円118億9,890 円0万58億9 8990万9 89 万5千円8億9 81 890億9 千118億8億9億9,9,8,88990万0万万5千5千千円
%）（52.3%%）52 352 3%2 ）（52 3%（5（5252.3%3%）%）

務的経費義務務的経費務義務的経義務義務務的的経費経費
750万円75788億5,750万88億5 50万円88億88 0億888億8億5億5,5,7,77550万0万円
%）（41.3%%）33%）（ 3（4（41.3%3%）%）

費投資的経費投資的経費費投資的経投資投資的的経費経費
円円万4千30億5,8210億5 821万3 55 823 21万4 円4千千千3 880億0億5 82182303 億 千330億0億5億5,5,8,82821万4万4千4千円

（14.2%）（14.2%2%）%）

の経費その他の 費その他の経そのの他のの経費経費
95万9千円95億5 95万995億5 225 22 9999 円5億 万9千95億5 29 9千億5 29 千995億5億5億5,5,,292995万5万9万9千9千千円

44.5%）（44（ 4.5%）44 5%）（（4（444.5%5%）%）

費費件費費人件人件人人件人件人件費件費
千千千35億5,446万15億35億5 446 133 億335億5億5億5,5,4,44446万6万1千千円

（16.6%）（16.6%6%）%）

扶助費扶助扶扶助助費
千円万万7億7,9187277 7 918万22 9 千円8億7 912 千2727億7億7億7,7,9,918万8万3万3千3千千円

%（12.9%2 99（12 9%（12.9%9%）%）

公債費費公債公公債費債費
5億2,3855万万825億2 38525億25億 3825億2 382 億22525億5億億2,2,3,33885万5万6万6千6千千円

.8.（11 8（（11.8%8%）%）

普通建設事業費普普通建通建建設事設事業事業費業費
円円29億2,841万7千円2929億9億億2,2,8,84841万万7千7千千円

%3（1（1 %）%）6333 6（13 6%）（13.6%6%）%）
災害害復害復旧費
1億億2,2,9,9797979万9万万7千7千千円

6%）（0.6（0.6%）（0（0.6%6%）%）

物件費物物件費物件物件費件費
470万円,411 0万万円1330億0億1,4,4747070万0万円
%）%0%%）004 04 %%0%）（14.0%0%）%）

助費等補助費等補補補助助費費等
円円円7,709万3 7 09万23 9 円万円3 09232323億3億7億7,7,7,707009万9万円

.1%）1（ %）%）（（11.1%）%）

出金出金金金繰出出金
040万9千円0万9002 9千円404 千万40 9千2 千2020億0億8億8,8,0,040440万0万9万9千9千千円

（9.7%）（9.7%）（9（9.77%）%）

積立金立金立立積立積立金立金
15億844万円815億5億8億848444万4万円
（7.0%）（7（7.0%0%）%）

その他そのの他
円万7,275億7 232万円5億5億7億7,7,,2323232万2万円

（2（2.77%）%）

源財源財源依存財依存財源依存依存存財源財源
73万9千円108億7,27277 3万908 万2 3万9千円8 万108億 9千千1008億8億7億7,7,,2727373万3万9万9千9千千円
7.7%）447（4（ %））（4（4（4747.77%）%）

市　市市市市　税
9691億2,3991億2 392 3999 39191億2 3991億億2,2,3,33996万6万円
%%0.10（40（4（40 %%40.1%）%）

繰繰越金越金
14億4億3億3,3,3,3737878万8万4万4千4千千円

3%）（6.3（6.3%）6 3（6（6.3%3%）%）
そのの他自主主財源財源
13億3億4億4,4,116万6万1千千円
（5.9%）（5（5.9%9%）%）

県支県県支出金支出金国・県支県支出出金
万8千円3733万83万 円3万8千万88千千3434億4億3億3,3,6,6767373万3万8万8千8千千円
%）%）%%）（15.1%）%）

方交付税地方 付税地 交付税地 付税地方方交方 付税地地方地方交方交付交付付税
円円円934万5千38億1 万8 934万593 34万3 9934 円円34万5千38億1 9338 千338億8億1,9,9393434万4万万5千5千千円

）6.8%（（ 8%）666 86 %（ 8%（16.8%8%））%）

債債市　債
720万円,711 0万22 万円202626億6億1,7,7272020万0万円
1.5%）（1（1（11.5%）（11.5%5%）%）

財源財存存依存依の他そのそその他依存財源そのの他依他依存依存存財源財源
9億9億9億9,9,9,949445万5万6万6千6千千円
（4（4.3%3%）%）

歳入総額
227億 7,164万４千円

歳出総額
214億 6,867万３千円

（性質別内訳）

●前年度比
歳 入 全 体 2.1％ （４億7,311万６千円）
　市　　　税 0.1％ （987万９千円）
　繰　越　金 19.5％ （２億 3,402 万円）
　国庫支出金 2.6％ （5,890 万５千円）
県 支 出 金 6.0％ （6,790 万８千円）

　地方交付税 2.2％ （8,292 万８千円）
　市　　　債 6.3％ （１億 5,416 万円）

●前年度比
歳 出 全 体 2.9％ （６億392万９千円）
　人　件　費 1.2％ （4,221 万３千円）
　扶　助　費 2.2％ （6,217 万９千円）
　公　債　費 9.0％ （２億 773万４千円）
普通建設事業費 19.5％ （４億 7,873 万円）

　物　件　費 2.7％ （8,349 万６千円）
補 助 費 等 3.8％ （9,296 万９千円）

　繰　出　金 9.4％ （１億 7,934万６千円）
　積　立　金 4.3％ （6,257 万８千円）

グ
ラ
フ
で
見
る

一
般
会
計
決
算

一
般
会
計
決
算

は
全
体
の
40
・
１
％

を
占
め
、
そ
の
他
の
財
源
を
合
わ

せ
た
自
主
財
源
比
率
は
52
・
３
％

と
な
り
、
前
年
度
の
比
率
よ
り
も

0.2
％
増
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
の
借
金
で
あ
る
市
債

は
合
併
特
例
事
業
債
や
臨
時
財
政

対
策
債
等
の
ほ
か
、
新
た
に
緊
急

防
災
・
減
災
事
業
債
７
２
６
０
万

円
を
借
り
入
れ
た
な
ど
の
理
由
に

よ
り
、
前
年
度
比
6.3
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

小
中
学
校
施
設
改

修
事
業
等
に
よ
り
普

通
建
設
事
業
が
、
合
併
特
例
事
業

債
の
償
還
や
繰
上
償
還
に
よ
り
公

債
費
が
前
年
度
に
比
べ
大
き
く
増

加
し
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
補
助
金
の
見
直
し
や
業

務
委
託
の
削
減
等
の
取
り
組
み
に

よ
り
補
助
費
等
、
物
件
費
な
ど
が

減
少
し
て
い
ま
す
。
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総
括
質
疑

総総総総総総総総
括
質
疑

総
括
質
疑

教
育
相
談
員
活
用
事
業
に

関
連
し
て
、
不
登
校
状
態

に
あ
る
中
で
ス
マ
イ
ル
教
室
に
も

通
う
こ
と
が
で
き
な
い
児
童
生
徒

へ
の
対
応
は
。

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
を
つ
く

り
、
ス
マ
イ
ル
教
室
や
学

校
と
連
携
し
な
が
ら
家
庭
訪
問
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ご
み
減
量
化
事
業
に
つ
い

て
、
平
成
24
年
度
の
減
量

の
実
績
と
今
後
の
目
標
は
。

平
成
24
年
度
は
約
63
ト
ン

の
減
量
と
な
っ
た
。
今

後
は
平
成
28
年
度
に
向
け
一
人
当

た
り
５
％
の
ご
み
減
量
を
目
標
と

し
、
達
成
で
き
る
よ
う
周
知
し
て

い
き
た
い
。

障
が
い
者
へ
の
福
祉
タ
ク

シ
ー
事
業
に
つ
い
て
、
車

い
す
が
離
せ
な
い
方
に
対
し
て
は

タ
ク
シ
ー
券
の
効
果
が
薄
い
と
思

う
が
。

利
便
性
や
効
果
に
つ
い

て
、
実
態
を
検
証
し
課
題

を
見
出
し
て
検
討
し
て
い
く
。

市
が
有
価
証
券
を
公
有
財

産
と
し
て
保
有
す
る
理
由

は
。
ま
た
、
有
価
証
券
の
保
有
残

高
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

資
金
の
運
用
、
有
効
活
用

を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
保
有
残
高
は
約

47
億
円
で
あ
る
。

農
業
集
落
排
水
に
つ
い

て
、
水
洗
化
率
は
ど
の
く

ら
い
の
伸
び
な
の
か
。

平
成
23
年
度
が
82
・
２
％
、

平
成
24
年
度
が
85
・
１
％

な
の
で
、
2.9
％
の
伸
び
で
あ
る
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
接
種
助
成
事
業
に
つ
い

て
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
は
副

反
応
な
ど
の
報
道
が
あ
る
が
、
今

後
の
事
業
展
開
は
。

国
や
県
の
動
向
を
見
き
わ

め
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問答問答問答

問答問答問答

　市税は、全体で前年度比0.1％
の減、約 980万円の減収である
が、徴収率は伸びており、固定
資産税の評価替えにより課税を
見直したことによる減収であっ
た。徴収率は県内14市において
は第１位であり、これは関係職
員の努力の成果であろうと推察
するが、各種大規模事業を控え、
財源の根幹となる市税の確保は
大変重要なことであるので、引
き続き公正な賦課、徴収義務の
執行に努力されるよう望む。

　前年度からの繰越事業費の額
は一般会計及び特別会計を合わ
せ 14 億 5,800 万円であり、同
様に翌年度への繰越事業費の額
は 26 億 7,400 万円となってお

り、予算に占める割合が大きい。
繰り越した事業の中には前倒し
事業として年度末に採択された
国庫補助事業、あるいは事業内
容によっては翌年度へ繰り越す
ことがやむを得ない事業なども
あるが、当初に予算化された事
業については、年度内に完了す
ることが本質である。さらなる
繰越事業の増加や常態化が懸念
されるので、適切な事業計画に
基づいた予算の設定と執行体制
の強化により繰越事業の抑制に
努められるよう望む。

　不用額は、一般会計並びに特
別会計を合わせ９億 8,300 万円
で、前年度に比べて 4,900 万円

ほど減少している。事務事業の
節減の取り組みなどにより改善
されたものと推察するが、予算
編成または予算の執行において
より一層の事業計画等の精査を
行い、費用対効果が最大に得ら
れるような事務事業の執行に努
められることを望む。

　水道の計画給水人口に対する
給水人口の割合で見た普及率は
96.93％と、対前年度比 0.6％の
増となっている。普及率は年々
向上しているが、給水収益は水
道事業において根幹となる収入
源であるため、さらなる加入率
の向上に努められることを望
む。

繰り越し事業の抑制を

引き続き市税の賦課・
徴収の努力を

より一層事業計画の精査を

水道の加入率のさらなる向上を

決算審査報告をする瀧沢代表監査委員

代表監査委員
決算審査意見
代表監査委員代表監査委員
決算審査意見決算審査意見
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平
成
25
年
度
補
正
予
算

平
成
25
年
度
補
正
予
算

平
成
25
年
度
各
会
計
に
つ
い

て
、
補
正
予
算
案
が
提
出
さ
れ
、

す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
に
お
い

て
普
通
交
付
税
や
平
成
24
年
度
決

算
に
伴
う
繰
越
金
な
ど
が
計
上
さ

れ
、
歳
出
に
お
い
て
は
市
債
の
繰

上
償
還
の
た
め
の
公
債
費
や
南
河

内
庁
舎
周
辺
の
整
備
、
小
中
学
校

理
科
教
育
整
備
に
係
る
経
費
な
ど

が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

会　　　　計　　　　名
■平成25年度各会計補正予算 （単位：千円）

補　正　額 補正後の予算額
一般会計

特別会計

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険（保険事業勘定）
介護保険（介護サービス事業勘定）
公共下水道事業
農業集落排水事業
下古山土地区画整理事業
石橋駅周辺土地区画整理事業
仁良川地区土地区画整理事業

220億4047万5
56億8848万4
4億6201万0
32億1991万1

522万7
18億5260万1
4億3158万3
2355万4
5749万3

7億1738万7

9億7697万3
1億4240万4

538万5
5374万6
26万2

7282万8
2088万4
34万7

1854万9
1811万1

今
定
例
会
で
は
継
続
審
査
と

な
っ
て
い
た
案
件
と
新
た
な
案

件
の
計
２
件
に
つ
い
て
各
委
員

会
で
審
査
を
し
ま
し
た
。

◆
「
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
」
の

前
進
を
求
め
る
陳
情
に
つ
い
て

は
、
委
員
会
に
お
い
て
採
択
す

べ
き
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た

が
、
専
科
教
員
の
配
置
を
優
先

す
べ
き
、
ま
た
、
30
人
が
適
正

な
の
か
検
証
結
果
が
な
い
等
の

意
見
が
出
さ
れ
、
審
査
結
果
は

不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
本
会
議
に
お
い
て
討

論
を
経
て
、
表
決
を
行
っ
た
結

果
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

◆
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
を

求
め
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る

陳
情
に
つ
い
て
は
、
そ
の
趣
旨

が
地
方
財
源
の
充
実
確
保
を
図

る
も
の
で
あ
る
た
め
採
択
し
、

意
見
書
を
政
府
関
係
機
関
に
提

出
し
ま
し
た
。

磯
辺
香
代
議
員

い
じ
め
問
題
へ
の
対
応
や
教
育
格
差
の
解
消
の
た

め
の
学
習
支
援
、
新
学
習
指
導
要
領
が
求
め
て
い
る
能
力
の
育
成
な

ど
、
現
在
の
学
校
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
当
た
っ
て
、
教
員

が
子
ど
も
と
正
面
か
ら
じ
っ
く
り
と
向
き
合
え
る
体
制
の
整
備
は
不

可
欠
で
あ
る
。

ま
た
、
政
府
の
教
育
再
生
実
行
会
議
で
も
教
職
員
配
置
を
改
善
充

実
し
、
少
人
数
指
導
、
少
人
数
学
級
の
推
進
や
生

徒
指
導
に
専
任
的
に
取
り
組
む
教
職
員
の
配
置
を

進
め
る
と
の
提
言
が
あ
っ
た
。

石
田
陽
一
議
員

陳
情
は
す
べ
て
の
小
・
中
学
校

か
ら
高
校
ま
で
30
人
学
級
の
実
現
を
求
め
て
い
る

が
、
そ
の
実
現
に
は
膨
大
な
予
算
が
必
要
と
な
る
。
陳
情
の
趣
旨
は

理
解
で
き
て
も
、
採
択
に
当
た
っ
て
は
ご
く
近
い
将
来
実
現
す
る
可

能
性
が
あ
る
か
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
実
現
ま
で
相
当
の
期
間

を
要
す
る
も
の
の
採
択
に
つ
い
て
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
栃
木
県
で
は
小
学
校
１
・
２
年
生
を
す
で
に
35
人
学
級
と

し
て
お
り
、
実
現
に
向
け
働
き
か
け
る
べ
き
優
先
課
題
は
、
小
学
校

３
年
か
ら
６
年
生
ま
で
の
４
学
年
を
35
人
学
級
へ
再
編
す
る
こ
と
を

実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。

陳
情
の

陳
情
の

審
査
結
果

審
査
結
果

陳
情
の

審
査
結
果

陳情の件名

陳情の趣旨

付託常任委員会
審査結果

陳情第１号
■平成25年第３回定例会において審査された陳情

教育福祉常任委員会
不採択

「ゆきとどいた教育」の前進を求める陳情

国の責任で、すべての小・中学校、高校で
30人学級を実現すること。
新たな教職員定数改善計画をつくって計画的
に教職員を増やすこと。

陳情の件名

陳情の趣旨

付託常任委員会
審査結果

陳情第４号

総務常任委員会
採択

地方税財源の充実確保を求める意見書提出を
求める陳情

地方交付税の増額による一般財源総額の確
保、地方税源の充実確保等を求める。

討論討論

不
採
択
す
べ
き

不
採
択
す
べ
き

採
択
す
べ
き

採
択
す
べ
き

「
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
」の
前
進
を
求
め
る
陳
情

「
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
」の
前
進
を
求
め
る
陳
情
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条
例その
他

条
例その
他

下
野
市
営
住
宅
管
理
条
例
の

一
部
改
正

人人
事事

任
期
満
了
に
伴
い
、
人
権
擁
護

委
員
・
市
政
治
倫
理
審
査
会
委
員

が
左
の
と
お
り
そ
れ
ぞ
れ
推
薦
・

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

氏　　　名
し　　め　　い

市　村　充　章

田　中　民樹子

大久保　芳　雄

鈴　木　　　勇

遠　藤　孝　夫

小　平　　　勲

■下野市政治倫理審査会委員の選任

住　　所 新・再

埼玉県上尾市大字瓦葺

小山市駅東通り３丁目

下野市駅東一丁目

下野市駅東六丁目

下野市石橋

下野市大光寺一丁目

再任

再任

再任

再任

再任

新任

氏　　　名
し　　め　　い

中　川　賢　一

布袋田　正　孝

津野田　久　江

永　山　登志子

■人権擁護委員候補者の推薦

住　　所 新・再

下野市石橋

下野市石橋

下野市石橋

下野市川中子

再任

再任

再任

再任

いち むら

た

おおく

すず

えん

こ

なか

ぼ

き

どう

だいら

みつ

み き

よし

たか

あき

こ

お

いさむ

お

いさお

なか がわ

ほてい

つ

なが

だ

だ

やま

けん

まさ

ひさ

と

の

し

いち

よし

え

こ

市
営
住
宅
の
入
居
者
資
格
に
つ

い
て
、
老
人
及
び
被
災
者
等
に
つ

い
て
も
「
暴
力
団
員
で
な
い
こ

と
。」
等
の
要
件
を
定
め
ま
し
た
。

地
方
公
営
企
業
法
の
規
定
に
基

づ
き
、
平
成
24
年
度
水
道
事
業
会

計
に
お
け
る
未
処
分
利
益
剰
余
金

の
処
分
に
対
し
、議
決
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
下
野
市
水
道
事

業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金

の
処
分
に
つ
い
て

ほ
か
報
告
を
受
け
た
も
の

■
平
成
24
年
度
下
野
市
継
続
費

精
算
報
告

■
平
成
24
年
度
公
益
財
団
法
人

下
野
市
農
業
公
社
の
経
営
状

況
説
明

■
平
成
24
年
度
株
式
会
社
道
の
駅

し
も
つ
け
の
経
営
状
況
説
明

■
平
成
24
年
度
一
般
財
団
法
人

グ
リ
ム
の
里
い
し
ば
し
の
経

営
状
況
説
明

■
平
成
25
年
度
教
育
委
員
会
点

検
評
価
報
告

平成25年第3回定例会審議結果及び議員賛否状況
○…賛成　●…反対　欠…欠席

諮問２号

～５号

同意３号

～８号

発議３号

発議４号

発議５号

認定１号

認定２号

認定３号

認定４号

認定５号

認定６号

認定７号

認定８号

認定９号

認定10号

認定11号

議案54号

議案55号

議案56号

議案57号

議案58号

議案59号

議案60号

議案61号

議案62号

議案63号

議案64号

議案65号

陳情１号

陳情４号

発議６号

人権擁護委員の候補者の推薦

下野市政治倫理審査会委員の選任

下野市議会基本条例の制定

下野市議会議員定数条例の一部改正

下野市議会委員会条例の一部改正

一般会計歳入歳出決算認定

国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

介護保険特別会計（保険事業勘定）歳入歳出決算認定

介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）
歳入歳出決算認定

公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定

農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定

下古山土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定

石橋駅周辺土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定

仁良川地区土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定

水道事業会計決算認定

一般会計補正予算（第 3号）

国民健康保険特別会計補正予算（第 1号）

後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1号）

介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第 1号）

介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）
補正予算（第 1号）

公共下水道事業特別会計補正予算（第 1号）

農業集落排水事業特別会計補正予算（第 1号）

下古山土地区画整理事業特別会計補正予算（第 1号）

石橋駅周辺土地区画整理事業特別会計補正予算（第 1号）

仁良川地区土地区画整理事業特別会計補正予算（第 1号）

水道事業会計未処分利益剰余金の処分

下野市営住宅管理条例の一部改正

「ゆきとどいた教育」の前進を求める陳情

地方税財源の充実確保を求める陳情

地方税財源の充実確保を求める意見書の提出

議案
番号等

付　　　議　　　事　　　件

答申

同意

可決

可決

可決

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

可決

可決

可決

可決

可決

可決
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可決

可決
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可決

不採択

採択
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○
○
○
○
○

○

○

○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
●
○
○

○

○

○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
●
○
○

○

○

○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
●
○
○

○

○

○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
●
○
○

○

○

○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
●
○
○

○

○

○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
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○
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○
○
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○
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○
○
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○
○
○
○

○
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○
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○
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○
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○
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○
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○
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○
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○
○
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○
○

○
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○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
●
○
○

○

○

○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
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○
○
○
○
○
○
●
○
○

○

○

○
●
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

議

長

の

た

め

表

決

に

加

わ

ら

な

い

村
尾

光
子

倉
井

賢
一

大
島

将
良

伊
澤

剛

岡
本

鉄
男

松
本

賢
一

磯
辺

香
代

目
黒

民
雄

岩
永

博
美

髙
山

利
夫

野
田

善
一

若
林

稔

塚
原

良
子

秋
山

幸
男

須
藤

勇

小
谷
野
晴
夫

吉
田

聡

石
田

陽
一

髙
橋

芳
市

大
島

昌
弘

表
決
結
果
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デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
登
録

人
員
、
及
び
採
算
の
状
況

を
伺
う
。24

年
度
末
の
目
標
値
で

あ
る
１
０
５
０
人
に
対

し
、
登
録
者
は
１
９
６
２
人
で
あ

り
、
赤
字
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

待
ち
時
間
が
長
い
と
の

利
用
者
の
声
が
あ
る
が
、

今
後
運
行
す
る
バ
ス
の
台
数
を
ふ

や
さ
な
い
の
か
。
催
し
が
あ
っ
た

際
バ
ス
に
乗
り
切
れ
な
い
ケ
ー
ス

が
あ
る
時
の
対
応
策
は
。

朝
夕
の
混
雑
時
間
帯
は

時
間
が
か
か
る
が
１
時

間
以
内
に
は
到
着
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
台
数
を
ふ
や
す
こ
と
は

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。
業

務
委
託
先
で
タ
ク
シ
ー
利
用
、
他

地
区
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
一
時
的

に
走
ら
せ
る
工
夫
を
し
て
い
る
。

学
校
適
正
配
置
基
本
計

画
（
案
）
は
、
平
成
23
年

10
月
に
答
申
さ
れ
た
内
容
と
随
分

違
っ
て
い
る
。
計
画
（
案
）
に
は

小
中
一
環
教
育
を
進
め
る
な
ど
と

あ
る
が
、
姿
勢
と
し
て
伝
わ
っ
て

こ
な
い
。
教
育
委
員
会
と
し
て
市

の
教
育
は
こ
う
あ
る
べ
き
だ
と
い

う
こ
と
を
し
っ
か
り
と
打
ち
出
す

べ
き
だ
。

適
正
配
置
は
、
地
域
に
説

明
し
て
理
解
を
得
な
が

ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
24
年
度
は
答
申
の
内
容
を
地

域
・
保
護
者
の
方
に
説
明
し
意
見

を
い
た
だ
い
た
。
答
申
と
こ
の
意

見
を
踏
ま
え
、
策
定
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
骨
子
を
作
成
し
、
再
度

説
明
会
を
得
て
基
本
計
画
（
案
）

を
作
成
し
た
。

総務

市
内
公
共
交
通
推
進
費
に
つ
い
て

問答教育
福祉

適
正
配
置
基
本
計
画
（
案
）
を
作
成

問

答

担
い
手
総
合
対
策
支
援

事
業
の
支
援
内
容
は
。

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
中
心

経
営
体
の
規
模
拡
大
、
農

業
機
械
の
導
入
支
援
と
し
て
、
機

械
購
入
等
の
国
庫
補
助
金
10
分
の

３
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。機
械
は
、

ト
ラ
ク
タ
ー
・
乾
燥
機
・
色
彩
選

別
機
等
で
あ
る
。

不
納
欠
損
に
つ
い
て
、
そ

の
件
数
、
ど
の
よ
う
な

層
が
不
納
欠
損
に
な
る
の
か
。
ま

た
、
財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て
、

23
年
度
か
ら
25
年
度
ま
で
の
３
年

間
、
毎
年
１
億
５
千
万
円
を
取
り

崩
し
、
基
金
の
額
を
適
正
に
す
る

計
画
が
、
初
年
度
か
ら
計
画
ど
お

り
に
な
ら
な
か
っ
た
原
因
は
。

件
数
は
４
１
４
件
、
実
人

数
は
２
８
５
人
、
不
納

欠
損
の
理
由
は
生
活
の
困
窮
が
一

番
多
い
。
財
政
調
整
基
金
は
医
療

費
の
伸
び
が
過
去
の
実
績
か
ら
当

初
見
込
ん
で
い
た
4.5
％
に
届
か
な

か
っ
た
。
前
期
高
齢
者
交
付
金
の

過
年
度
分
に
つ
い
て
は
、
実
際
に

納
入
さ
れ
る
額
が
不
確
定
で
あ
る

こ
と
が
主
な
要
因
で
あ
っ
た
。

経済
建設

農
林
水
産
業
費
県
補
助
金
に
つ
い
て

問答

総務

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

問

答

問答

デマンドバス

トラクター集団検診のようす
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委
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教育福祉常任委員会総務常任委員会現地調査のようす

経済
建設

商
工
業
振
興
費
に
つ
い
て

教育
福祉

保
育
料
滞
納
の
現
状
と
対
応
に
つ
い
て

共
通
商
品
券
発
行
事
業

の
使
用
状
況
は
。
ま
た
、

商
品
券
を
換
金
す
る
際
に
手
数
料

は
か
か
る
の
か
。

平
成
24
年
10
月
の
販
売
か

ら
平
成
25
年
２
月
ま
で
の

使
用
期
間
内
で
の
使
用
率
は
99
・

82
％
で
あ
る
。
換
金
手
数
料
は

１
％
か
か
り
、
商
工
会
の
収
入
と

な
り
、
商
工
会
が
の
ぼ
り
旗
作
成

等
の
事
務
費
に
充
て
る
た
め
に
徴

収
し
て
い
る
。
市
は
補
助
金
と
し

て
商
品
券
の
プ
レ
ミ
ア
相
当
分
の

９
０
０
万
円
を
支
出
し
て
い
る
。

問答

民
生
費
負
担
金
の
収
入
未

済
額
５
９
２
万
円
の
内
訳

は
。
状
況
を
し
っ
か
り
把
握
し
徴

収
に
努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

平
成
18
年
か
ら
24
年
ま

で
の
滞
納
分
も
含
め
た

金
額
で
あ
り
、
保
育
園
の
保
育
料

５
０
３
万
円
、
学
童
保
育
の
保
育

問答

料
８
９
万
円
で
27
世
帯
が
滞
納
し

て
い
る
。
保
育
料
滞
納
対
策
実
施

要
綱
に
基
づ
き
、
催
告
書
や
納
付

相
談
実
施
通
知
書
の
送
付
、
電
話

催
告
、
家
庭
訪
問
な
ど
を
し
て
お

り
、
分
納
で
徴
収
し
て
い
る
。

地
方
交
付
税
を
算
定
す

る
際
の
基
準
財
政
需
要

額
に
占
め
る
合
併
特
例
債
と
臨
時

財
政
対
策
債
の
額
は
、
ど
の
く
ら

い
か
。
臨
時
財
政
対
策
債
は
、
抑

制
し
て
も
し
な
く
て
も
交
付
税
に

算
入
さ
れ
る
が
、
市
の
方
針
は
。

合
併
特
例
債
が
４
億
８
７

０
０
万
円
で
あ
り
、
臨

時
財
政
対
策
債
の
償
還
分
が

５
億
３
７
０
０
万
円
で
あ
る
。
現

段
階
で
は
約
11
億
円
の
財
源
が
あ

れ
ば
予
算
編
成
が
成
り
立
つ
た

め
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
に

つ
い
て
は
抑
制
の
方
針
で
あ
る
。

生
活
保
護
費
の
返
還
金

及
び
徴
収
金
の
収
入
未

済
が
あ
る
が
、
不
正
受
給
の
現
状

と
不
正
受
給
は
ど
の
よ
う
に
発
覚

し
て
い
る
の
か
。
徴
収
対
策
の
強

化
と
、
受
給
開
始
時
の
調
査
・
審

査
の
徹
底
を
お
願
い
し
た
い
。

不
正
受
給
は
生
活
保
護

法
第
78
条
の
規
定
の
所

得
を
故
意
に
隠
し
て
、
不
正
な
手

段
を
使
っ
て
受
給
し
た
も
の
で
あ

る
。
同
法
第
29
条
の
調
査
権
に
よ

り
金
融
機
関
・
会
社
等
か
ら
調
査

し
、
民
生
委
員
か
ら
情
報
を
得
て

発
覚
し
て
い
る
が
、
調
査
が
困
難

な
の
が
現
状
で
あ
る
。

総務

地
方
交
付
税
に
つ
い
て

問答

教育
福祉
生
活
保
護
費
に
お
け
る
不
正
受
給
の
対
策
強
化
を

問答

下野市共通商品券

生活保護法

第 29条　保護の実施機関及び福祉事務所長は、保護の決定又は実施
のために必要があるときは、要保護者又はその扶養義務者の資産及び
収入の状況につき、官公署に調査を嘱託し、又は銀行、信託会社、要
保護者若しくはその扶養義務者の雇主その他の関係人に、報告を求め
ることができる。

第 78条　不実の申請その他不正な手段により保護を受け、又は他人
をして受けさせた者があるときは、保護費を支弁した都道府県又は市
町村の長は、その費用の全部又は一部を、その者から徴収することが
できる。
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南
河
内
地
区
土
地
改
良

区
合
併
支
援
に
つ
い
て
、

合
併
時
期
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

平
成
25
年
６
月
25
日
に
南

河
内
土
地
改
良
区
と
南
河

内
町
東
南
部
土
地
改
良
区
の
合
併

協
議
会
を
設
置
し
、
順
次
作
業
を

進
め
て
お
り
、
平
成
26
年
３
月
に

は
合
併
成
立
の
見
込
み
で
あ
る
。

経済
建設

農
地
費
に
つ
い
て

問答

経済建設常任委員会

第４回定例会第４回定例定例定例会第４回定例会

1212月月４４日日（水（水））開会予定開会予会予会 定12月４日（水）開会予定
詳しい日程は決定次第、市ホームページ　http://www.city.shimotsuke.lg.jp　でお知らせいたします。

教育
福祉 市教育委員との懇談会を行いました

　10 月４日、市教育委員会委員との懇談会を行いました。
　夢―私たちが子どもたちに残せるもの
　　～子どもの頃に影響を受けた
　　　　　　　「人」「書物」等を手掛かりに～
をテーマに、より良い教育、子どもたちに夢を与えられる教
育について語り合いました。

総務常任委員会
・地域福祉基金の利子積立について、その目的である福
祉関連事業に有効活用するよう求める。
・防災情報伝達システムについて、より確実に市民へ伝
達できるよう方策を講じ、市民の不安に十分に応える
よう求める。

・災害用備蓄品について、市の備蓄計画を策定し、備蓄
品の適正管理に努めるよう求める。

・国民健康保険税の税率・税額の改正について、財政調
整基金保有額、国民健康保険の県移管等の諸事情を踏
まえ、被保険者の負担増という方向性に対し、抑制的
な態度で臨むよう求める。

経済建設常任委員会
・水産業強化対策アユ種苗施設整備事業について、農林
水産業のみならず多方面での利用を図り、シティセー
ルスにつなげるべく、関係部署から他の部署へ話を進
めるよう要望する。

・小山栃木都市計画事業仁良川地区土地区画整理事業に
ついて、関係機関と連携を取り、補助金を活用しなが
ら早期完了に向け努力願う。

・ＪＲ自治医大駅西口道路バリアフリー化について、高
齢者や身体の不自由な方にも安心して来庁いただける
よう、新庁舎完成までの工事完了を求める。

教育福祉常任委員会
・生活保護費の不正受給に対する調査の徹底、生活保護
費返還金・保育料等の未納の徴収に、さらなる努力を
求める。
・各事業について、担当者は現場を含め現状をよく把握
し、予算を有効に執行されるよう願う。

常任委員会附帯意見
定例会最終日に各常任委員会委員長から報告され
た委員会附帯意見を掲載します。
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　第３回定例会では、６人の
議員が市政に対し、一般質問
を行いました。質問と答弁の
内容を要約して掲載します。
　なお、紙面の都合により、
掲載は１人につき１項目と
し、ほかの質問事項は項目の
み掲載しております。

議員目黒民雄
１．孤独・孤立等の高齢者対策につ

いて

問
答 孤

独
者
と
病
院
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
考
え
は

十
分
配
慮
し
た
中
で
研
究
し
て
い
き
た
い

孤
独
高
齢
者
と
病
院

と
常
時
監
視
す
る
Ｉ

Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
連
絡

網
を
構
築
す
る
考
え
が
あ
る

の
か
伺
う
。

市
長

Ｉ
Ｔ
技
術
を

活
用
し
た
見
守
り
事

業
と
し
て
は
、
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
で
疾
病
等
に
よ

り
日
常
生
活
に
不
安
の
あ
る

方
を
対
象
に
緊
急
通
報
機
能

の
つ
い
た
セ
ン
サ
ー
式
の
安

し
、
加
え
て
心
拍
・
血
圧
・

動
体
検
知
等
を
監
視
し
、
数

値
異
常
が
発
生
し
た
ら
直
ち

に
ア
ラ
ー
ム
に
伝
え
る
新
し

い
技
術
の
導
入
を
伺
う
。

市
長

健
康
管
理
、

ま
た
、
見
守
り
等

が
う
ま
く
活
用
で
き
れ
ば
と

思
う
。
や
は
り
コ
ス
ト
と
い

う
も
の
も
確
か
に
か
か
る
の

で
、
十
分
配
慮
し
た
中
で
研

究
し
て
い
き
た
い
。

否
確
認
装
置
を
貸
与
す
る
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ

技
術
を
活
用
し
た
高
齢
者
を

常
時
監
視
す
る
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
に
つ
い
て

は
、
全
国
的
に
実
施
例
が
な

い
た
め
今
後
利
用
者
側
の
利

便
性
や
負
担
の
状
況
、
シ
ス

テ
ム
の
運
用
方
法
に
つ
い

て
、
さ
ら
に
研
究
し
た
い
。

今
ま
で
の
緊
急
通
報

の
仕
組
み
を
活
用

問答

問

答

安否確認及び緊急通報システム
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議員塚原良子
１．給食調理業務委託・安全性の担
保と諸問題について

問
答 入

札
で
の
給
食
調
理
業
務
委
託
。
安
全
性
と
諸
問
題

安
全
安
心
な
給
食
の
提
供
を
図
っ
て
い
く

①
受
託
者
変
更
は
、

非
正
規
雇
用
者
の
失

業
に
つ
な
が
る
。
認
識
は
。
②

25
年
２
月
の
入
札
執
行
は
落

札
率
68
％
。
低
価
格
入
札
は

非
正
規
雇
用
者
の
低
賃
金
を

招
く
。
最
低
制
限
価
格
の
設

定
を
。
③
一
園
、
総
調
理
数

55
食
で
も
98
食
で
も
、
同
じ

く
調
理
員
２
名
の
配
置
で
は

安
全
性
が
心
配
。
④
仕
様
書
。

事
故
発
生
時
の
責
任
の
所
在

が
不
明
確
。
市
と
受
託
者
間

の
リ
ス
ク
分
担
を
明
文
化
す

べ
き
。
⑤
市
採
用
調
理
員
の

時
給
８
５
０
円
と
、
委
託
事

業
者
の
時
給
差
が
１
１
０
円

も
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
。

市
長

①
市
が
雇
用

に
関
与
す
る
こ
と
は

圧
力
、
斡
旋
と
取
ら
れ
か
ね

な
い
。
慎
重
に
対
応
す
べ
き

問
題
。
②
業
務
委
託
の
最
低

制
限
価
格
設
定
は
、
庁
内
に

統
一
し
た
ル
ー
ル
が
必
要
。

他
自
治
体
を
調
査
し
、
検
討

す
る
。
③
現
場
調
理
員
の
話

を
聞
き
、
今
後
を
考
え
て
い

く
。
④
現
在
の
仕
様
書
は
リ

ス
ク
管
理
や
分
担
方
針
等
が

不
十
分
。
早
急
に
リ
ス
ク
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
。

健
康
福
祉
部
長

⑤
低
賃
金

化
は
調
理
員
の
士
気
に
影
響

は
あ
る
か
と
思
う
。
研
究
を

し
て
い
く
。

問

答

議員磯辺香代
１．「非核平和都市宣言」に適う具

体的施策を求める

問
答 広

島
・
長
崎
へ
若
い
世
代
の
派
遣
を

効
果
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
検
討
す
る

本
市
は
「
非
核
平
和

都
市
宣
言
」
を
し
、

市
長
も
「
平
和
首
長
会
議
」

に
名
を
連
ね
て
い
る
。
平
和

行
政
と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
行
っ
て
い
る
か
。ま
た
、

広
島
・
長
崎
で
行
わ
れ
る
平

和
祈
念
式
典
へ
の
参
加
者
の

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
と
聞

く
。
戦
争
や
原
爆
の
記
憶
を

つ
な
ぐ
べ
く
、
若
い
世
代
を

広
島
・
長
崎
に
派
遣
し
て
は

向
き
に
検
討
す
る
。

教
育
長

道
徳
や
社
会
科
の

学
習
で
、
日
本
国
憲
法
や
非

核
三
原
則
に
つ
い
て
、
映
像

資
料
や
写
真
資
料
を
活
用
し

て
理
解
を
深
め
て
い
る
。
ま

た
、
市
内
在
住
の
被
爆
体
験

者
の
方
の
お
話
を
聞
く
な
ど

の
学
習
も
進
め
て
い
る
。
派

遣
に
つ
い
て
は
、
効
果
的
に

実
施
で
き
る
よ
う
検
討
す

る
。

ど
う
か
。市

長
「
宣
言
」
の

啓
発
塔
設
置
、
署
名

協
力
、
保
育
園
で
の
紙
芝
居

や
読
み
聞
か
せ
、
児
童
館
・

学
童
保
育
で
の
反
戦
Ｄ
Ｖ
Ｄ

上
映
、「
原
爆
と
人
間
」
パ

ネ
ル
展
等
を
行
っ
た
。
原
爆

や
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の

尊
さ
を
、
次
世
代
に
引
き
継

ぐ
こ
と
は
重
要
と
考
え
る
の

で
、
派
遣
実
施
に
向
け
て
前

問

答

国分寺庁舎に設置されている啓発塔

こがねい保育園調理室
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わがまち探検クイズの答え　石橋地区：姿川アメニティパーク　　国分寺地区：柴公園
　　　　　　　　　　　　　南河内地区：ペンギン公園

すがた川霊園

議員村尾光子
１．企業誘導指針を策定されたい
２．樹木葬など永代供養の墓地を整
備されたい

問
答 樹

木
葬
な
ど
永
代
供
養
の
墓
地
整
備
を
求
め
る

必
要
性
や
整
備
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
す
る

近
年
核
家
族
化
が
進

み
、
墓
地
の
ニ
ー
ズ

は
高
ま
っ
て
い
る
が
、
継
承

者
の
確
保
が
困
難
な
場
合
も

あ
り
、
永
代
供
養
を
求
め
る

声
も
あ
る
。
市
立
霊
園
に
樹

木
葬
な
ど
の
永
代
供
養
の
区

画
を
整
備
で
き
な
い
か
。

市
長

現
在
、
す
が

た
川
霊
園
の
整
備

を
進
め
て
い
る
。
全
体
計
画

８
３
２
区
画
の
う
ち
、
今
年

度
末
ま
で
に
５
５
２
区
画
が

完
成
予
定
で
、
残
り
の
区
画

は
、
当
面
は
墓
地
使
用
者
用

駐
車
場
と
し
て
活
用
し
、
今

後
の
墓
地
需
要
の
動
向
を
踏

ま
え
て
整
備
す
る
。

近
年
は
、
高
齢
者
単
身
世

帯
の
増
加
、
核
家
族
化
、
少

子
化
が
進
み
、
継
承
者
確
保

が
困
難
な
場
合
も
あ
る
。
継

承
を
前
提
と
し
な
い
墓
地
も

つ
く
ら
れ
て
お
り
、
墓
地
も

多
様
化
し
て
き
た
。
樹
木
型

墓
地
な
ど
の
永
代
墓
地
に
つ

い
て
は
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
が
、
自
治
体
が
整
備
し
て

い
る
例
は
少
な
い
。

本
市
で
も
、
将
来
は
さ
ま

ざ
ま
な
墓
地
ニ
ー
ズ
が
生
じ

る
と
考
え
る
の
で
、
樹
木
型

墓
地
等
永
代
墓
地
の
必
要
性

や
市
営
墓
地
で
の
整
備
可
能

性
に
つ
い
て
も
調
査
・
研
究

す
る
。

問答

議員大島昌弘
１．下野市特産かんぴょうの消費、
拡大のための施策を伺う

問
答 市

特
産
か
ん
ぴ
ょ
う
の
消
費
拡
大
を
図
る
施
策
は

積
極
的
に
全
国
へ
ア
ピ
ー
ル
す
る

か
ん
ぴ
ょ
う
生
産
量

日
本
一
、
全
国
へ
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
施
策

は
。
ま
た
、
小
学
校
で
の
食

育
と
い
う
観
点
か
ら
、給
食
、

学
習
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

県
を
は
じ

め
、
栃
木
県
干
瓢
商

業
協
同
組
合
、
商
工
会
、
市

観
光
協
会
な
ど
と
連
携
を
強

化
し
、
定
番
メ
ニ
ュ
ー
等
の

開
発
を
進
め
て
い
き
、
市
内

教
育
長

毎
月
一
回
、「
し

も
つ
け
い
っ
ぱ
い
Ｄ
Ａ
Ｙ
」

と
い
う
こ
と
で
市
内
の
小
中

学
校
で
は
統
一
献
立
表
に
基

づ
い
て
か
ん
ぴ
ょ
う
を
使
っ

た
料
理
を
給
食
に
出
し
て
い

る
。
学
習
に
つ
い
て
は
独
自

に
つ
く
っ
た
社
会
科
副
読
本

を
活
用
し
、
か
ん
ぴ
ょ
う
農

家
を
学
習
す
る
内
容
を
組
ん

で
い
る
。

外
の
消
費
者
が
食
す
る
機
会

を
ふ
や
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

ま
た
、
市
外
で
の
各
種
イ

ベ
ン
ト
の
際
に
は
、
レ
シ
ピ

と
合
わ
せ
、
試
食
用
の
か
ん

ぴ
ょ
う
の
配
布
等
も
行
っ
て

い
き
、
積
極
的
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
等

各
種
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て

全
国
に
向
け
た
情
報
発
信
に

対
し
て
も
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問答

下野市産のかんぴょう
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市内を横断する北関東道

議員石田陽一
１．市内の活性化の思いは
２．北関東道にスマートインター
チェンジの設置を望む

問
答 北

関
東
道
に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
を
望
む

県
に
働
き
か
け
設
置
に
向
け
た
活
動
を
続
け
る

北
関
東
道
に
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
な

い
の
は
今
後
、
栃
木
県
内
で

本
市
だ
け
に
な
る
と
思
う
。

　

先
ご
ろ
、
議
員
全
員
協
議

会
で
、
設
置
要
望
す
ら
し
な

い
に
等
し
い
報
告
を
受
け

た
。
将
来
を
考
え
れ
ば
、
シ

テ
ィ
ー
セ
ー
ル
ス
の
意
味
で

は
投
資
的
効
果
が
出
て
く
る

も
の
と
思
う
。
本
市
に
は
有

事
出
動
部
隊
の
自
衛
隊
が
あ

り
、
こ
の
部
隊
は
す
ぐ
高
速

に
乗
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
下
野
市
北
部
の
将
来
の

発
展
と
市
の
活
性
化
の
た
め

に
も
今
、
決
断
す
べ
き
と
思

う
が
市
長
の
判
断
を
伺
う
。

イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
設
置
は
、
経
済

活
性
化
、
交
通
渋
滞
緩
和
、
緊

急
車
両
の
ル
ー
ト
拡
大
に
よ
る

機
能
強
化
及
び
シ
テ
ィ
ー
セ
ー

ル
ス
に
つ
な
が
る
な
ど
効
果

が
期
待
で
き
る
。
国
の
定
め

る
費
用
対
便
益
が
1.0
以
上
で

あ
る
こ
と
に
対
し
、
本
市
の

場
合
は
0.6
と
極
め
て
低
い
。

今
後
と
も
社
会
経
済
状
況
や

国
の
動
向
等
を
注
視
し
な
が

ら
、
関
係
す
る
市
・
町
や
県

が
一
体
と
な
っ
て
、
関
係
機

関
へ
制
度
の
拡
充
や
緩
和
を

要
望
す
る
組
織
づ
く
り
を
働

き
か
け
、
設
置
に
向
け
た
活

動
を
続
け
て
い
く
。

問

答

８月

９月

10月

６日　議会基本条例策定小委員会
７日　議員全員協議会
20日　小山広域保健衛生組合議会
　　　　　　　　　　議員全員協議会・臨時会
21日　議会運営委員会
　　　議員全員協議会
28～９月19日　第３回定例会

17日　経済建設常任委員会
19日　議員全員協議会
　　　正副委員長会議
　　　議会だより編集委員会
30日　栃木県南公設地方卸売市場事務組合議会
　　　　　　　　　　　議員全員協議会・定例会
　　　総務常任委員会

３日　議会だより編集委員会
４日　教育福祉常任委員会（教育委員との懇談会）
７日　正副委員長会議
　　　議会運営委員会
８・９日　教育福祉常任委員会行政視察
15日　議員全員協議会
22・23日　関東市議会議長会支部長会議・理事会
　　　　（群馬県高崎市）
24日　議会だより編集委員会
29日　栃木県市議会議長会議（那須塩原市）
30日　小山広域保健衛生組合議会定例会
31日　議会だより編集委員会
　　　正副委員長会議

議 会 の 動 き

一般質問の動画配信
はじまりました
　下野市議会では議会の透明化を図り、市民に
開かれた議会を目指す取り組みの一環としてイ
ンターネットを利用し、一般質問の動画配信
（録画映像）を始めました。
　第３回定例会における一般質問の様子は市
ホームページ
（http://www.city.shimotsuke.lg.jp/）内
の下野市議会のページにて公開されています。
　ぜひごらんください。
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平
成
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年
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月
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発
行

年
４
回
発
行

No.
30

下野市議会だよりNo. 30

髙
藤
直
寿
選
手
が
ブ
ラ

ジ
ル
で
行
わ
れ
た
、
世
界

柔
道
選
手
権
大
会
60
キ
ロ

グ
ラ
ム
級
で
優
勝
し
た
。

本
市
で
初
め
て
祝
福
の
垂

れ
幕
が
庁
舎
、
体
育
館
等

に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
帰

国
後
、
髙
藤
選
手
の
祝
勝

セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
も
出
席

し
、
大
き
な
夢
を
与
え
て

く
れ
た
。
優
勝
お
め
で
と

う
。お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

７
年
後
の
２
０
２
０
年

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
地
が
東

京
に
決
定
し
た
。
号
外
も

発
行
さ
れ
日
本
中
が
喜
び

に
包
ま
れ
た
。
誘
致
の
た

め
に
長
年
努
力
し
た
関
係

者
や
、
流
行
語
に
も
な
っ

て
い
る
「
お
・
も
・
て
・

な
・
し
」
の
心
が
通
じ
た

の
だ
ろ
う
。
髙
藤
選
手
が

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
、
東

京
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出

場
し
、
金
メ
ダ
ル
を
取
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。
（
岩
永

博
美
）

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長

大
島

昌
弘

副
委
員
長

吉
田

聡

委

員

髙
橋

芳
市

石
田

陽
一

須
藤

勇

岩
永

博
美

次
号（
第
31
号
）は
２
月
15
日
に
発
行
し
ま
す

わがまち
探検クイズ
わがまち
探検クイズ

　南河内地区にある公園です。
　グリーンタウン内にあり、水族館で
見ることができる鳥の名前がついて
　　　　　います。

答えは14ページに！

　ご意見・ご感想は、ホームページ、メール、
電話、またはＦＡＸにてお願いします。

議会だよりに関するご意見
ご感想をお聞かせください 

ココどーこだ？

　国分寺地区にある公園です。
　敷地内には児童館があり、遊具も豊富で、子
どもたちの遊ぶ『拠点』になっています。

　石橋地区にある公園です。
　赤い風車があり、グリム童話があちらこちらに
散りばめられた公園です。




